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長崎県佐世保市宇久町のシマモクセイ（ナタオレノキ）
Osmanthus insularis Koidz（モクセイ科）について

川内野 善 治１）

About an Osmanthus insularis Koidz of Uku-cho, Sasebo-shi, Nagasaki

Yoshiharu KAWACHINO１）

は じ め に

佐世保市内では宇久島にのみ自然分布とみら

れるシマモセイがある．

十川には佐世保市の天然記念物に指定されて

いるものがあり，本飯良狩立には９株がある．

分 布

本州（福井県以西）・八丈島・四国・九州・

小笠原・琉球・台湾・朝鮮．

長崎県内（外山１９８０ 長崎県植物誌）では五

島（男女群島・玉之浦・七岳・富江・岐宿・黄

島・奈留島・北魚目・宇久島），平戸（阿値賀

島・前津吉），多良岳，対馬（神崎・豆酘・佐

護）に分布．

なお，（外山１９８５ 長崎県の天然記念物）に

は五島市奈留町船廻の船廻神社社叢にはシマモ

クセイの目通り幹周り１�以上のものだけで１５
本．幹周り３．５�と３．３�のものがあると書かれ
ている。

分 布 状 況

宇久町十川には民家の裏の崖地に二株があり，

うち一株は昭和４１年１０月２２日に市の天然記念物

に指定されている．

文化財台帳では幹周り３１０�と２９０�とある．
環境省の巨樹の条件である，高さ１．３�の幹周
りを測定したところ，幹周りは２９６�樹高１２�

と２５１�樹高１２�であった（図１）．
もう一箇所の生育地である本飯良狩立では，

民家の庭に幹周り１９５�と１６０�の２株．さらに
裏山に幹周り２２２�，１７０�，１４２�，１６４�（空
洞で倒れている），１５９�，１５０�＋４３�，１１５�

１）〒８５９‐６４０５ 長崎県佐世保市世知原町開作４２７‐５

図１ 佐世保市天然記念物

図２ 民家の裏のシマモクセイ
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で樹高は１２～１５�である。９株もの株がまと
まって生育しており貴重な群落である（図２）．

環境省で１９８８年と２０００年に行われた巨樹巨木

林調査結果を基に構築された全国巨樹・巨木林

データベースに登録されているシマモクセイは

二株のみで，愛媛県越智郡魚島村の６００�と長
崎県福江市の幹周り３２５�の株立ち（樹高８�）
で主幹は２１５�である．
これから，見ると佐世保市の天然記念物に指

定されている幹周り２９６�の株は立派なもので
ある．
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